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エヴァ ン ゲ リオ ン 零 号 機 

| VANGELION PROTO TYPE 

АЛАА \ ] フイ ー ル ド 、 全開 
起動 に 成功 し た あと は 安定 し た 稼働 を 見 せ 、 主 に (綾波 レイ) 

僚機 の パック アップ を 担当 し た EVA 零 号機 。 操縦 者 

と の シン クロ 率 は 高く は な く 、 単機 で 使徒 と 渡り 合 

う 戦 闘 力 は 持た な か っ た も の の 、 試作 機 と し て は 十 

分 実戦 に 耐え 、 戦果 を 残し た 点 は 評価 に 値 し よう 。 

echonic Sheet 

使徒 と の 交戦 記録 
第 

^+ йшй 
交戦 せ 

本 
防御 担当 

第 6 使徒 ガ ギ エル 
交戦 せ ず 
第 7 使徒 イス ラフ ェ ル 
交戦 せ ず 

第 8 使徒 サン ダル フォ ン 
交戦 せ ず 

第 9 使徒 マト リエ ル 
バッ クア ッ プ 担当 

第 10 使 徒 サ ハク ィ エ ル 
チー ム ブ レイ に て 織 滅 

第 1 1 使徒 イロ ウル 
交戦 せ ず 

第 1 使徒 レ リ エ ル 
交戦 後退 却 
第 13 使 徒 バ ルディ エル 
敗北 

第 14 使 徒 ゼル エル 
敗北 

第 15 使 徒 アラ エル 
Е: 71 
第 16 使 徒 ア ルミ サエ ル 
Вус CHI 

第 17 使 徒 タ ブリ ス ў 背面 

[ж=ш ( 改 ) 

| 綾波 レイ 
スナ イ パ ー ラ イフ ル 
パレ ッ ト ラ イフ ル 
プロ グレ ッ シ ブ ・ ナ イフ 等 

_ sipe 

а Уук? 

ШЕЙ 

時 綾波 レイ 

п>, 世 力 
の 情 を 見 せる 

Illustration by (twinbell) Tokiko Yuzawa 



EVANGELION PROTO ТҮРЕ 

零 号機 の 交戦 記録 
NERV 本 部 が 所 持 す る 3 機 の EVA の 中 で 、 実戦 回 数 は 

最も 少な い 。 プロ ト タ イ プ ゆ え に 戦 闘 力 は 劣り 、 単独 で の 

際立っ た 戦果 は な い が 、 操縦 者 の 堅実 な 運用 に より 、 チ 

ー ム プレ イ が 必要 な 局面 で は 重要 な 働き を 見 せ て いる 

@KETITIZEZUNWEMII 
起動 実験 に 成功 し た の も 

の 加 粒 子 砲 に よ 
は 融解 、 大 破 し て し まう 

に お =1 

чом | 

= | 

EVA3 体 の チー ム プ レイ に # 
お いて バッ クア ッ プ を 担 入 
当 。 マト リエ ル の 溶解 液 лЁ 

を 受け 縦 穴 に 落下 し た パ ДТ 

レッ トラ イフ ル を 回 収 、 オ 収 て 

フェ ンス の 初 号機 へ と パ үл 

ス す る 役目 を 担っ た 

機 の 使用 兵 

as " ПЕ жто улт ©. жїл ълът || 
サハ クィ エル を 受け 止め # s Ñ W { g 左腕 の 修復 が 終わ ら ぬ ま 53 

51-50848 Сй ル グ ま 出 撃 する 零 号機 。 弐 断 の 
徒 の 落下 地点 に 急行 。A を ナ 号機 を 下 し て ジオ フロ ン wa 
T. フ ィ ー ル ド で 合 徒 を 支 9 $ ト 内 を 侵攻 する ゼル エル s: 
え 、 敵 フィ ー ル ド を 中 和 し йш に 対し 、m 爆 弾 を 抱え て b x 
て コア を 直接 攻撃 で きる * A 特攻 する も 防御 され て し 人 に 
よう に アシ スト し た 7 まい 、 返 り 討 ち に あう 。 EA 

第 12 使 徒 レ リエ ル 戦 == 第 15 使 徒 ア ラ エ ル 戦 ` 

レ リ エ ル と は 距離 を 置き 、 ポジ トロ ンス ナイ パー ライ 

遠 距離 か ら の 狙撃 に よ フル 改 を 用 い 、 衛星 軌道 
て バッ クア ッ プ を 担当 。 初 

号機 が 虚数 空間 に 飲ま 
れ た 際 に 退却 、 同機 救出 

上 の アラ エル に 長 々  距離 

射撃 を 試み る が 、 A.T, フ 

ィ ー ル ド に 

жЭххҗуп с ШШШ 
фк Аал Чи 

に 従事 する も 初 号機 は 使 Р ы | し まう 。 その 
徒 を 倒し 自力 脱出 し た H É # Z04410 CHM 

и 
[; жз лл етл ||| © 第 16 使 徒 アル ミサ エル 戦 | || 
待ち 伏せ に より バル ディ み 一 アル ミサ エル の 先制 に よ ШТА 

エル の 背後 を と る が パレ ME аы 生体 融合 т, 
ся され て いく 圭 号 機 。 иш Ë) 
し を に 出撃 し た 初 号機 の 侵 2 K 

れ 、 腕 に 侵食 を 受け た た 2® 食 を 阻止 する た め 、 使 徒 zs 
め 左 腕 部 を 切断 。 中 破 号 れ 。 を AT. フ ィ ー ル ド に より 抑 8 

に より 活動 不能 と な る йш 。 え 込み 自爆 、 残 減 し た せ 

ヤシ マ 作 戦 に お いて 戦 自 研 よ り 徴 収 し た 試作 陽 電 

子 砲 を 改良 し た ポジ トロ ンス ナイ パー ライ フル を 、 さら 

に 改修 し た 長 々  距離 射撃 用 の 陽電子 砲 。 第 3 新 東京 

市 の 電力 を 用 いた 大 出力 を 持つ と 考え られ る 。 な お 、 

銃身 に は [SUPER-POSITRON」 と 表記 。 衛星 軌道 上 

に 出現 し た 第 15 使 徒 アラ エル に 対し て 用 いら れ た 。 

堆 号 機 の 使用 兵器 一 特殊 兵器 一 

長 距 離 射撃 の 際 は 精密 射撃 用 
の バイ ザー 越し に 対象 を 照準 

磁場 や 重力 、 地球 の 自転 の 影 

響 等 を 受け て 直進 し な い 陽 電 
細か し 

›. 火器 管制 が 必須 と な る 

ポジ トロ ン 20X ラ イフ ル 以 上 の 
長 々 射程 を 持つ が 、 衛星 軌道 
上 の アラ エル に は 届い た も の の 
ALT. フィール ド を 貫く ほど の エネ 
ルギー 量 は : 陽電子 は 弾 
か れ て 四散 し て し まう 

すす ポジ トロ ンス ナイ パー ライ フル 改 を 構え る 零 号機 

零 号機 は 、 格闘 武器 や 銃火 器 な どの 通常 兵器 の ほ 

か に も 、 盾 の よう な 特殊 な 兵器 を 用 いる 機会 が 多い 

これ は 、 五 指 の マニピュレ ー タ ー に より 人 間 が 扱え る 

第 14 使 徒 ゼ ル エ ル に 対し て 使 
用 。 コア に 直接 触れ て 起爆 させ 

る と いう 非 われ 方 を さ 
が 、 防護 シャ ッ タ ー の よう な 

も の で 防 が れ 、 使 徒 に ダメ ー シ 
を 与え る こと は で き な 』 ヵ 

全て の 武器 を 運用 で きる 、 EVA な ら で は の 柔軟 さ で あ 

ろう 。 使徒 と いう 未知 の 存在 に 対し 臨機 応変 の 対処 

を する に は 、 人 型 の 兵器 が 最適 で あっ た と 考え られ る 

や ロンギヌス の 槍 
A.T. フ ィ ー ル ド に 対す る 絶対 的 な 突破 能力 を 
持つ 檎 。 南極 か ら 移送 され て お り 、 ロス ト テ ク 
ノロ ジー に 該当 する 代物 と 考え られ る 

2 
ми 第 15 使 徒 アラ エル に 使用 。 投 

拠 時 に は 二股 の 先端 が 収束 
意志 を 持つ か の よう に 使徒 へ と 

向かう 。A.T. フ ィ ー ル ド に 接触 
する と 螺旋 構造 が 逆立ち 、 押し 

込む お よう に フィ ー ル ド を 貫通 する , 

GAINAX・ カ ラー/Project Eva. @GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 D27-04 
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ENDOHIKARI [J haracter Sheet 

W 個人 情報 

名 前 礎 ゲ ンド ウ 
年 齢 48 

国籍 日 本 

生年 月 | A.D.1967/04/29 
血液 型 A 型 ー 不 遥 と も 取れ る ゲン 

所 属 NERV/ 最 高司 令 官 АЕ а, 

感 を 煽る こと も 多かっ 

愛す る 妻 と の 再会 一 一 それ が 、 特務 機関 NERV の Ба 

ВАЗЕ. ВКА 0707. セカ 

ンド イン パク ト 以 前 より ゼー レ と の 関わ り を 強め 、 裏 

社会 を 熟知 し て きた ゲン ドウ 。 20 世 紀 最 後 の 年 を 転 

機 と し 、 彼 の 野望 は 一 気 に 加 速 し て いく 。 この 頃 に 始 

動 し た と 考え られ て いる アダ ム 計 画 と E 計 画 、 その後 

に 提唱 され た 人 類 補完 計画 と 、 これら の 人 智 を 超え 

た 壮大 な 計画 は 、 全 人 類 の 未来 を 左右 する 最 重要 

事項 と な っ た 。 裏 死海 文書 の 存在 が あっ た と は いえ 、 

この よう な 超 規 模 な 構想 を 持ち 続け て きた ゲン ドウ 

は や は り 、 人 類 の 大 局 を 見 る 指導 者 の 才 に 恵まれ た 

人 物 だ っ た の だ ろう 。 彼 が 望ん だ 「 新 し い 人 類 」 の 歴 

史 は 、 人 工進 化 研究 所 、 ゲ ヒル ン 、 NERV を 率い た 

その 手 に より 確実 に 刻ま れ て いっ た 

し か し 、 E 計 画 進 行 中 に ユイ を 失っ た こと は 、 彼 の 

心 に 変化 を 与え て いた 。 ユイ を 失っ た 瞬間 か ら 、 地 

球 規模 の 計画 で ある 人 類 補完 計画 に 「 ユ イ と の 再会 」 

と いう 極 私 的 な 目的 を 混交 させ る こと と な っ た の で あ 

る 。 まる で ユイ の クロ ー ン の よう な 綾波 レイ を 常に 側 

に 置き 面影 を 重ね て 接する と いう 行為 は 、 人 類 の 補 

完 に 必要 不可 欠 で ある と 同時 に 、 彼 の 計画 に 唯一 綻 

び を 生じ させ る 要素 と も な っ た 

その 冷徹 な 面持ち の 裏 で 、 ユイ と の 再会 と いう 一 

点 を 目指 し た ゲン ドウ 。 NERV に お いて その 事実 を 知 

る 者 は ほぼ 皆無 で あり 、 その 功利 的 な 行動 を 止め る 悪びれ た 様子 も 見 せな 

者 も いな か っ た 。 妻 に 対す る 大 き 過 ぎる 愛情 を 抱え K шысы 

つつ 、 地球 規模 の 計画 遂行 に 執心 し た ひと り の 男 。 文句 を つけ られ る こと も 
多かっ た よう だ 

それ が ゲン ドウ の 真 の 姿 で あっ た と いえ る だ ろう 

人 物 相関 図 

m: üe Fe c. E 

а Сози взше з つ 才 能 あ る 遺伝 
時 綾波 レイ 9 者 。 EVA へ の 

還 冬 月 コウ ソウ て 消 EVA が 存在 し な けれ ば 使 1 Q 
mNERV な い 。 その 可能 性 を 考え れ ば 、 彼 の 功績 は 計り 知れ 

ユイ 消失 後 、1 週 間 の 失 貴 を 経て デ ゲ ヒ ルン へ 戻っ て 

後に 赤木 ナオ コ は 、 こ れ 以 降 彼 の 様子 が 変わ っ た 

・ 悪 い 噂 が 絶え な か っ た と 
いう 若き 日 の ゲン ドウ 。 その 

微笑 に も 、 #&@ю7 5 
な 人 と な り が 表れ て いる 

яа 

⑨GAINAX・ カ ラー/Project Eva. @GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 027-06 
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妻 で ある ユイ を 通じ て ゼー レ と の 強い パイ プ を 手 

に 入れ た ゲン ドウ は 、 その 野心 を 隠す こと な く 様 々 

な 活動 に 着手 し て いく 。 西暦 2000 年 に は 葛城 調査 

隊 に 参加 し て 南極 に 赴 い て いる が 、 セカ ンド イン パ 

クト の 前 日 に すべ て の 関係 資料 と 共に 帰国 。 その 後 

の 情報 操作 に お いて も 手腕 を 発揮 し た と 見 られ 、 未 

儲 有 の 災害 は 大 規模 隅 石 の 落下 に 因 る と いう 事実 

が 調査 結果 と し て 公式 に 発表 され る 運び と な っ た 。 

2002 年 に は 、 国連 直属 の 研究 組織 で ある 人 工進 

化 研究 所 一 一 それ を 隠れ 養 と し た 調査 機関 が ヒル ン 

の 設立 、 そし て 人 造 の 巨人 を 自ら の 手 で 作る と いう E 

計画 が 始動 。 ゲ ンド ウ は 冬 月 コウ ゾウ 、 赤木 ナオ コ 

ら 優秀 な 人 材 を 得 て 人 類 の 新た な 歴史 を 切り 開い 

て いく こと に な る 。 な お 、 この 頃 の 彼 に は 慕 大 な 資 

産 が あっ た こと が 冬 月 の 調査 で 判明 し て お り 、 これ 

ら 一 連 の 活動 の 資金 湖 と し て 、 ゼー レ が 常に 彼 の 背 

後に いた こと が 推測 され る 。 さら に アダ ム 計 画 、 初 

期 の 人 類 補 完 計画 の 発案 を 経て 、 ゲ ヒ ルン は NERV 

へ と 姿 を 変え る 。 以 降 は NERV 最 高司 令 官 と し て 使 

徒 を 残 減 し つつ 、 真 の 目的 で ある 人 類 補完 計画 を 

人 工進 化 研究 жїк 
子 工学 の 研究 も 行なわ れ 

発動 すべ く 活動 する こと と な る 。 ちな み に 、 ゲン ドウ 

NEAV で 着用 >c い る サ と ユイ は 2000 年 に 一 子 を 儲け 、 子供 が 男 な ら ば シン 
Z. 女 な ら ば レイ と 名 付け よう と 決め て いた と いう 。 

た 。 き 5 に 、 人 エ 信 人 研究 ゲン ドウ が 遂行 し よう と し た 人 類 補 完 計画 の シナ リ 
оаа а オ は 、 奇 し くも それ ぞ れ の 名 を 与え られ た ふた り に 
力 を 保っ て いた よう だ よっ て 大 幅 に 書き 換え られ る こと と な っ た 

裏 死海 文書 に 基づい て 世界 を 裏 か ら 操る 組織 、 ゼ 

ー レ 。 ゲン ドウ に と っ て の 和 ユ イ と の 繋が り は 、 当初 

は ゼー レ と の 繋が り を も 見 込ん だ も の だ っ た 。 ゼ ー 

レ と ゲン ドウ と の 間 に は 、 早々 に 同じ 目的 を 持つ こ 

と に よる 協力 関係 が 築 か れ た 。 し か し 、 15 年 ぶり の 

使徒 襲来 以降 、 双 方 が 思い 描く 計画 内 容 に ズレ が 

生じ て いる こと に ゼー レ 側が 気づき 、 関係 に は 徐々 

に 亀裂 が 生じ 始め た 。 両者 の 溝 は 、 ゼ ー レ の 計画 に 

不可 欠 と 考え られ た ロン ギ ヌ ス の 槍 を ゲン ドウ が 独 

断 で 使用 し た 件 で 決定 的 と な る 。 この 両者 の 出会い 

と 衝突 が 、 結果 的 に 初 号機 を 依 代 と し た 人 類 補 完 

画 の 引き 金 に な っ た と いえ る だ ろう 。 

E 計 画 、 ア ダム 計画 、 人 類 補完 計画 な ど を 推進 、 

調査 し た 人 工進 化 研究 所 及び ゲ ヒ ルン 。 そし て 、 £ 

れ ら の 計画 と 使徒 残 減 を 遂行 すべ く 組織 され た 

NERV は 、 すべ て ゲン ドウ が 最高 責任 者 を 務め 、 W 

後に は ゼー レ の 影 が 見 え 隠れ する 。 すなわち 、 表 立 

っ た 活動 が で き な い ゼー レ の 計画 を 実行 に 移し て い 

た の が 、 ゲン ドウ で あっ た の だ 。 し か し 、 ゲン ドウ は 

ユイ へ の 想い を 胸 に 秘め つつ 、 冷徹 な 指揮 官 と いう 

役割 を 演じ な が ら 自ら の 人 類 補完 計画 発動 の 契機 を 

狙っ て いた の だ ろう 。 最終 的 に 彼 の 目論見 自体 は 失 

敗 す る が 、 発動 直前 に 至る まで ゲン ドウ の 私 的 な 願 

望 が 色濃く 出 た 計画 で あっ た の は 間違い な い . 

D27-07 
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"っ て 「 私 を ユイ の 

し と 語る 姿 

背後 に 存在 する ユイ の 姿 を 見 
続け て きた こと が 穴 え る 

k 

アダ ム と リリ ス の 禁じ られ た 融合 に 始ま る 、 ゲン ド 

ウ が 想定 し た 人 類 補完 計画 の シナ リオ 。 戦略 自衛 隊 

に よる NERV 侵 攻 、 EVA シリ ー ズ 襲来 を どの 危機 的 

状況 を 無視 する か の ご と く 、 ゲン ドウ は レイ を 伴い 

ター ミナ ルド グマ を 訪れ た 。 つ い に 、 自 身 が 長年 温 

め 続 け て きた 計画 を 実行 する 時 が 来 た の で ある 。 ア 

ダム が 埋め 込ま れ た 右手 を リリ ス の 魂 が 宿る ろ レ イ の 

身体 に さ し 入 れる 際 も 、 よう や く ユ イ と 再会 で きる と 

いう 、 感 苗 の こも っ た 声 で レイ に 語り か ける ゲン ド 

ウ 。 し か し 、 レイ が ゲン ドウ を 裏切っ て リリ ス と 融合 

する 道 を 選ん だ た め 、 計画 は 発動 直前 で 彼 の 手 を 

離れ 、 シ ンジ た ち へ と 託さ れる こと と な っ た 。 

か つて 京都 大 学 の 優秀 な 学生 だ っ た 碗 ユイ は 、 £ 

の 頃 に 知り 合っ た 六 分 儀 ゲ ンド ウ と 交際 を 始め た 。 

ゲン ドウ が ゼー レ に 近づく た め に ユイ と 交際 し て いる 

と いう 噂 が 絶え ず 、 冬 月 も その よう に 認識 し て いた 

彼 は 程なく し て ユイ と 結婚 、 姓 を 碗 と 改め 、 

長男 シン ジ を も うけ て いる 。 し か し 、 その 結婚 生活 

は 、 ユイ の 消失 に よっ て 終わ り を 迎え る こと と な る 。 

先 の 噂 の 真 偽 は 定か で は な い が 、 ユイ に 対す る 大 き 

な 愛情 が あっ た と いう こと は 、 彼 が ユイ と の 再会 の 

た め に 人 類 補完 計画 を 練り 上 げた こと か ら も 明らか 

で ある 。 人 類 の 補完 と は すなわち 、 ユイ を 失っ た ゲ 

ンド ウ 自 身 の 心 の 補完 で も あっ た の だ ろう . 

5 
ユイ 
と の 関係 

ゲン ドウ に 「 イ ヤ な 男 だ 」 と い 
う 印 象 を 抱い 月 。 ゲ ンド 

ウ と の 出会い が 彼 の 生 真 面目 
と も いえ る 生活 を 変え 、 巨大 

な 計画 に 身 を 投じ させ た 

和 月 の 方 が 年 上 で も ある た め 
か 、 ゲン ドウ の 理解 者 で あり 
相談 役 で も ある よう だ 。 また 、 
ユイ の こと も 度々 話し 、 気 に 
か け て いる 様子 が 謀 え る 

NERV の 最高 司令 官 と 副 司令 官 と し て 、 様々 な 計 

画 を 遂行 し て きた ゲン ドウ と 冬 月 。 ふた り の 出会い 

は 約 16 年 前 に まで 遡る 。 当時 、 京都 大 学 で 形 面 上 

生物 学 を 研究 し て いた 冬 月 は 、 同 大 学 の 学生 で あっ 

た 和 ユ イ を 介し て 六 分 儀 ゲ ンド ウ と 知り 合う 。 し か 

し 、 そ の 初対面 は ゲン ドウ が 酔っ た 未 の 喧嘩 で 警察 

に 留置 され 、 冬 月 が その 身元 引受 人 に な る と いう 意 

外 な も の で あっ た 。 その 後 、 ゲ ンド ウ は セカ ンド イン 

パク ト の 真相 を 暴露 し よう と し た 冬 月 を 、 逆 に ゲ ヒ ル 

ン に 引き 込む こと に 成功 。 ゲ ンド ウ が 目論む 人 類 補 

完 計 画 の 真 の 目的 を 共に 見 据え な が ら 、 ゼー レ を 欺 

き NERV を 率い る 同志 と な っ た の で ある 。 

mu Я 

し た 瞬間 
て の 柳 が 外れ 

号機 の 中 へ と 消 

リリ ス と な っ た レイ が 全 人 類 の 前 に 現れ た 時 、 ゲ 

ンド ウ の 元 に も また 、 彼 が 待ち 続け て いた 人 物 が 現 

れ た 。 力 な く 横たわる 彼 の 傍ら 、 消失 し た 当時 の ま 

ま の 姿 で 立つ 看 ユイ 。 お も むろ に シン ジ に 対す る 心 

情 を 打ち 明け る ゲン ドウ に 、 ユイ は 「 シ ンジ が 怖 か 

っ た の ね 」 と すべ て を 包み 込む よう な 微笑 み を 浮か 

べ る 。 ゲン ドウ の シン ジ に 対す る 冷た い 仕打ち は 、 

「 自 分 が 人 か ら 愛 され る こと が 信じ られ な い 」 と いう 

彼 自身 の 内 面 が ち た らし た も の だ っ た 。 最愛 の ユイ 

に 見 守ら れ な が ら 、 初 号機 に 飲み 込ま れる か の よう 

に L.C.L. へ と 帰し た 瞬間 、 ゲン ドウ 自身 の 補完 は 完 

遂 さ れ た と いえ る の か も し れ な い 。 

@GAINAX・ カ ラー/Project Eva. @GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 D27-08 
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Illustration by Naochika А 

完全 な る 単体 生物 へ の 

人 類 の 進化 

нй 

人 類 補完 計画 一 それ は 不 完全 な 群体 と し て 進 

化 の 袋小路 に 入り 込ん だ ヒト と いう 種 を 、 肉体 的 、 

精神 的 に 融合 し 、 完全 な る 単体 生物 へ と 人 工 的 に 

進化 させ る 計画 で ある 。 Е) 

必要 な ステ ッ プ で あっ た よう で 、 裏 死海 文書 に 記 

され た 使徒 を すべ て 排除 し た こと に より 、 ゼ ー 

は 計画 の 遂行 を 決定 し た 。 し か し 、 ゼ ー レ に と っ 

て 、 こ の 段階 に お ける 計画 備 状況 は 、 万 全 で 

な か っ た と いえ る 。NERV 総 司令 の 遼 ゲ ンド ウ と 

ゼー レ の 間 で は 、 計 画 に 対す る 考え 方 に ズレ が 生 

じ て お り 、 発動 に 必要 と され た マテ リア ル (ロン ギ 

ヌス の 槍 、 リ リス 、 ア ダム 、 お よび EVA 初 号 機 ) の 

ほとん ど は NERV 側 の 手中 、 さ ら に ロン ギ ヌ ス の 

槍 は 第 15 使 徒 戦 に お いて 失わ れ て いた の で ある 。 

この 状況 を 修正 すべ く ゼ ー レ は 、NERV 本 部 接収 

作戦 を 強行 。 さ ら に 計画 遂行 者 と も いえ る EVA 量 

産 機 を 投入 し て 人 類 補完 計画 の 発動 、 す な わ ち サ 

ー ド イン パク ト を 起こ そう と 考え た の で ある 

一 方 、 碗 ゲン ドウ が 描い て いた シナ リオ は 、 ヒ 

ト の 進化 (だけ ) で は な か っ た と され る 。 あ くま で 

も 推測 に 過ぎ な い が 、 彼 の 目的 は 、EVA 初 号機 に 

取り 込ま れ た 妻 、 硬 ユイ の 魂 と の "再会 "に 

と の 説 が 有力 で ある 。 だ が 、 リ リス の 意志 と リン 

ク し て いた と 思わ れる ファ ー ス トチ ルド レン が その 

に 反し 、 ゼ ー レ 、 砕 ゲン ドウ 双方 の 理 

想 と は 異な る 形 で 人 類 補完 計画 は 発動 し た 。 ま 

人 類 補完 計画 に は 、 ゼ ー レ 、 КОЕ 

異な る 別 の 意思 が 介入 し て いた と も ある 。 そ 

れ は か つて EVA 起 動 実 験 で 消失 し た 科学 者 、 碗 ユ 

イ の も の で 、 彼 女 は 碗 ゲン ドウ や ゼー レ と も 異な 

る 目的 で E 計 画 に 参加 し て いた と も 言わ れ て いる 

た だ 、 ど ちら に し て も 、 ア ダム と ファ ー ス トチ ル 

ドレ ン ニ リリ ス と の 接触 は 行なわ れ 、 帰 還 し た ロ 

ン ギ ヌス の 槍 と EVA 初 号機 も 融合 。 人 類 補完 計画 

が 発動 し 、 人 類 は 一 元 的 な 存在 へ と 還元 され て い 

く 。 こ れ に より 魂 の 補完 も 開始 され る が 、 そ れ が 

いか な る 形 へ 収束 する の か は 、 初 号機 に 搭乗 し て 

いた サー ド チ ルド レン の 選択 に 和 要 ね られ る こと と 

な っ た 一 一 時 に 西暦 2016 年 、 か くし て 人 類 の 補完 

は 行なわ れ た の で ある 

| Ë Í Шыг. MATTERS 

5и] 人 類 補 完 計 画 と は 、 
サー ドイ ン パク ト .. . 人 類 を 人 工 送 化 させ j 人 類 補完 計画 の 発動 一 ファ ー ス トチ ルド レン と 融合 し た リリ ス は 、 そ 
ゼー レ スト チル ドレ ン の それ に 変容 させ 巨大 化 、 ア ンチ A.T. フ 

イー ルド を 発生 させ る 。 それ は 15 年 前 の セカ ンド イン パク ト と 酷似 し た 
アン チ AT. フ ィ ー ル ド ( | =i tu. 人 は 完全 状況 で あら た 。 人 類 捕 完 証 画 の 発動 は 、 人 類 を 滅亡 させ る と され て 
‚сл. үү! な る 単体 生物 と な る 。 ч _ きた サー ドイ ン バ パク ド の 発生 と 同義 で ちっ た と いえ よう , { 
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EVA 量産 機 の 投入 の 目的 は 、EVA 弐 号機 の 残 減 

より も 、 人 類 補完 計画 を 発動 させ る こと に あっ た 

弐号 機 の 残 減 直 後に 初 号 機 が 出現 し 、 そ れ に 呼応 

する か の よう に ロン ギ ヌ ス の 槍 が 月 面 より 帰還 。 E 

産 機 は 初 号機 を 拘束 し て S: 機 関 を 解放 、 サ ー ド イ 

ン パ クト が 発生 し て 人 類 補完 計画 は 発動 し た の で 

ある 。 そ の 後 、 全 人 類 は 一 元 的 な 存在 へ と 呈 元 さ 

れ て いく の だ が 、 そ の 過程 に お いて 複数 の ファ ー ス 

トチ ルド レン が 目撃 され た と 言わ れ て いる 。 ま た 、 

計画 発動 の 初期 段階 は 、 し ば らく NERV オ ペレ ー タ 

ー た ち に よっ て 観測 され て いた と され 、 ジ オフ ロン 

ト が EVA シリ ー ズ も ろ と も 超 高 度 ま で 上 昇 し て いた 

と の 説 も ある よう だ 

も っ と も 希望 を 抱い 
て 臨ん だ 人 物 で あっ 

た 

< と は 別個 に 
ナル ドグマ 内 

で アダ ム と リリ ス の 

禁断 の 接触 を 試み 

け な い “位相 空 
は 誰 し も が 持っ 

区 別 す る た め に 普遍 的 に 有する 自我 境界 
> た 。 それ は 他 者 と の 距離 を 保つ た 

り 、 それ が ヒト の 形状 を 維持 し 

チ A.T. フ ィ ー ル ド は 

人 類 を 完全 な る 生命 へ と 進化 させ る 計画 で あっ た 人 類 補完 計画 。 その 発動 は サー ドイ ン パ クト の 発生 その も の も 意味 し て いた 。 NERV 
本 部 が ある ジオ フロ ント は "Lilith's Egg" と も 呼ば れ て お り 、 計画 遂行 の 舞台 に は 性 好 の 場所 で も あっ た 

5 人 類 補完 計画 発動 時 の 現象 下記 の よう な 現象 が 発生 し た と され る も 、 そ の 真相 は 定か で は な い 

@GAINAX・ カ ラー/Project Eva, € GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 

マツ 

027-10 
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CASE #01 #EZ ン С кее 
他人 と の 接触 

пее, УС 

СА 

の 中 の 他 者 へ と 問 し 

父親 で あり NERV 最 
確 ゲ ンド ウ に 幼 
の 思い か ら 、「 必 
らい た いた め EVA に 乗り 続け て 

| &. 7277. その EVA を 用 し 
た 消 カ ラル を 使徒 と 

補完 計画 が 発動 し 、 他 者 と の 魂 
д ンジ は 、 心 の 閉塞 だ け ] 

さ な いこ と を 感じ る 。 そし て 
は 何 も 4 

CASE #02 綾波 レイ の 補完 
アイ デン ティ ティ が 極め て 希薄 な 存在 で ある 

ドレ ンー 綾波 レイ йор {шщ 
ドウ に 極め て 

サー ド チ ルド レン と の 出会い と 行 
ゲン ドウ へ の 従属 

た 彼女 だ が 、 

、 他 者 と の 

その た め 自 己 の 存在 意 

て いく 。 補完 計画 の 発動 に より 、 綾波 レイ と 
ば れる 存在 は すべ て 無 へ と 帰す は ず で あり 、 ける 。 РАНА) 

自己 の 存在 理由 

れ さえ 抱き 
ドウ の 呼び か け 
画 が 発動 する 

сы УУ 

人 类 补 完 | よっ て 希薄 な 自我 が 消滅 し て し まう 可能 性 へ 

の 長 れ な の で あっ た . 

CASE #03 惣 流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー の 補完 

カン ド チ ルド レ 
れ は 、 自 己 を 8 

自己 の 存在 を 認識 させ よう と する 一種 の 代償 
的 な 証明 行為 で も あっ た 。 他人 に 自分 を 認め 

させ る は な いこ と を 確 

認 し た か - の 自信 が 失わ 

れ た 時 、 彼 0, С 

絶望 し か な か っ た Нн Е 

を 嫌悪 し 否定 は 幼い 頃 の 実 

母 の 自殺 が も た h り で 生き 

る こと を 塵 む 彼 女 で あっ た が t は 他 者 に 

自立 し て いる 姿 を 認め きせ た いと いう 願い の 

裏返し で も あっ た 

物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レ は 自身 に 価 

加持 リョ ウジ と の 情事 は 、“ よ v 
要 と し な い 安 息 で あり 、 同時 に 
親 を 感じ て も 

弾 する 理性 
めき 合う 

合う 他人 を 』 

いずれ に せよ 、 彼女 は 馴れ 

ы が 必要 で あっ た よう だ 
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地球 規 
その 結果 、 

05:30 ын п 

白い 巨人 リリ ス と 人 類 補 完 計画 遂行 後 の 世 界 
ファ ー ス トチ ルド レン の 関係 | “人 押 完 計画 発動 時 の ファ ー ス トチ ルド レン の 動向 ーーー は 、 最 終 的 に は EVA 初 号 
過去 に 関す る 記録 を 全て 抹消 EVA パイ | 11) 80и КЕФА 

ロッ ト の 中 で も 特異 ー ス トチ ルド レン 、 サ | ター ミナ ルド グマ に 於 いて 奉 ゲ 

ー ド イン パク ト に お いて ター ミナ ルド グマ 内 に 保管 さ ンド ウ は ファ ー ス トチ ルド レン 

れ て きた リリ ス と 融合 。 リリ ス の 姿 を ファ ー ス トチ ル と 接触 し 、 ゼ ー レ と は 別個 に 
ドレ ン の それ ( п リリ ス を 司る 存 5 

で きる 。 また 、 第 16 合 徒 戦 に お いて " 生 天体 化す る 。 し か し 彼 が 戻っ た 世界 【 
還 " し た ファ ー ス トチ ルド レン ва 2 | アダ ム と の 同化 | され た の は L.C.L. の 海 、 お よ 
ナル ドグマ 内 に お いて クロ ー ニ ング され た 個体 ンド ウ の 右手 に 移植 され | リス の 残骸 で あっ た 
5 た こと も 、 の ち に 判明 し て いる 。 これ ら を 考え | ダム を トチ ル 
わせ る と 、 スト チル ドレ ン は リリ ス か ら 人 工 的 ドレ ン の 肉体 に 接触 させ 

に 創 られ で 理解 する の か 妥当 で は | の 同化 を 促す 

3| リリ ス へ の 手近 

確 ゲン ドウ を 拒絶 し アダ ム の 
み 同 化し た ファ ー ス トチ ルド レ 

4| リリ ス と の 融合 

ファ ー ス トチ ルド レン が リリ ス と 

# 果 、 そ の 姿 は フ i 

リリ ス と 融合 し た куяны | スト チル ドレ ン に る 激 7 
大 化し 羽 を 広げ た 姿 は 、 セ ドイ ン パ 2 に 巨大 化 ゆく 

た と 言わ れる 光 の | | 

@GAINAX・ カ ラー/Project Eva.@GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 027-12 
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退院 し て 、 アパ ー ト の 自室 へ と 戻っ て きた レイ 。 彼女 の 部 無 か 自 
屋 は 相変わらず 、 人 の 匂い に 逐 し い 冷 た い 雰 囲 気 が 漂 っ て РЕ = 
いた 。 そん な 中 で レイ は 包帯 を 解く 。 だ が 、 その 下 は 傷跡 ら hos 
し きも の ひと つ 無 い 一 大 爆発 の 中 か ら 救 い 出さ れ た は ず Кы 
な の に 一 一 。 し ば し ジッ と 鏡 を 見 つめ て いた レイ は 、 ふと チ Мож 
ェ ス ト に 置か れ た ゲン ドウ の メガ ネ を 手 に 取る と 、 思わ ず 握 ожо 
り 潰 そう と 力 を 込め た 。 が 、 その 手 に 涙 が こぼれ 、 レ イ は ハ £ Ë L 
ッ と し て 手 の 力 を 抜い た 。「 こ れ が 涙 ……。 初め て 見 た は ず に 
な の に 、 初め て じゃ な いよ うな 気 が す る 。 私 、 泣い て る の ? | うし 

て " 絆 "を 意味 する も の で あっ た は ず の 、 ゲン ドウ の メガ ネ 。 し か 
し て し まう 。 きしみ を 上 げ る メガ ネ 同 様 に 彼女 の 心 が 着き 、 気がつく と その 

それ を 手 に し た レ 
戻 が こぼれ落ち 

+. 思わ ず 握 り 潰 そう と 

6 ター ミナ ルド グマ へ 入ろう と し た リツ コ の 背中 に ミサ ト の ッ よ タ 
銃 が 突き つけ られ る 。「 こ この 秘密 、 この 目 で 見 せ て も ら う ЕРЕ! 
わ よ 」 承諾 する リツ コ の 隣 に は シン ジ の 姿 が あっ た 。 3 人 は + 

「 人 工進 化 研究 所 3 号 分 室 ] と 書か れ た 、 殺伐 と し た 医療 施 ジョ 
設 へ や っ て 来 た 。 レイ の 部 屋 に 似 て いる と 感じ る シン ジ に ° 8 z 
リツ コ は 言う 。「 彼 女 の 生 まれ 育っ た と ころ よ ]」 続 いて リツ コ # í š 
が 案内 し た の は 、 広大 な 空間 。 そこ に は EVA の 骨格 が 多数 тож 
破棄 され て いた 。「 あ な た の お 母さん が 消え た と ころ で も あ кы 
る わ 」 ど こ か 冷酷 に 、 リ ツ コ は シン ジ へ と 告げ る リ る 

大 深度 地下 へ と エレ ペ ベータ で 向かっ た 3 人 が 辿り 着い た の は 、「 人 工進 化 研究 所 3 号 分 室 」 の プレート が か か っ た 奇妙 な 医 
療 施 レイ の 生ま れ 育 っ た 部 屋 。 そ し て 、 10 年 前 に 破棄 され た EVA の 残骸 で 埋め 尽 た 広大 な 空 | 

ЗН 

ANSI M SOI Ас Ш ФЭ ен 7л 
Фен lu, Ç — +. 

D27-13 
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02 05 04 

その 頃 、 ゼ ー レ に よる リツ コ へ の 尋問 が 行なわ れ マン ショ ン の 自室 で 、 ミサ ト は 留守 番 電 話 に 録音 さ ゼー レ に よる 屈辱 的 な 尋問 が 終わ っ た 。 リツ コ は 、 
て いた 。 裸体 を さら し て の 凌辱 的 な も の だ 。 「 私 は 何 れ て いた 加持 リョ ウジ か ら の 最後 の メッ セー ジ を 聞い ゲン ドウ に と っ て 自分 より も レイ の 方 が 大 切な 存在 で 

の 屈辱 も 感じ て いま せん が 」 と 、 表 情 を 変え る こと て いた 。 彼女 の 顔 に 、 も は や 傷心 の 色 は な い 。 彼 が ある と いう 事実 を 思い 知る 。 それ と 共に リツ コ の 心 に 

な く 淡 々 と 答え る リツ コ 。 そ の 毅 然 と し た 態度 に 感 も は や いな いこ と を 受け 入れ 、 NERV の 秘匿 し て いる どす 黒い 感情 が わき 上 が り 、 ある 企み を 思い つく 。 そ 
服 す る ゼー レ 。 し か し ゼー レ の 口 か ら 、 リ ツ コ は 自 真実 に 迫る 決意 を 固め た の だ 。「 鳴 ら な い 電 話 を 気 に し て 自宅 で 待機 し て いる シン ジ に 電話 を か けた 。「 あ な 

分 が レイ の 身代わり と し て 出頭 させ られ た こと を 知 し て いら つく の は 、 も う 止 め る わ あな た の 心 、 た の ガー ド を 解い た わ 。 今 な ら 外 に 出 ら れる わ よ 」 電 

ら さ れる 。 「 レ イ の 代わ り に 、 私 が 」 心 で 反 御 する リ 受け 取っ た も の 」 そ し て その 手 に は 、 加持 か ら 贈 られ 話 に で た シン ジ は 、 リ ツ コ に 言わ れる まま に 、 ある 場 

ツ コ 。 ほん の 少し 、 そ の 表情 に は か げ り が 見 えた た 真実 へ の 鍵 、 マイ クロ チッ プ が あっ た 所 へ 向かっ た 。 そ の 場所 と は - 

は 別 の 
レイ 

「 ゼ ー レ の 老 

も の を 
の 尋問 を 

カプ セル 錠 の ! 
クロ チッ プ が 入 シン ジ を も 巻き 込む 

хм“ үү 「 だ か ら 壊 す の 。 憎い か 
リツ コ が 最後 に 案内 し た の は 、 等 身 大 の 試験 簿 を 思わ せる プラ の る の ら 」 リ ツ コ が 再び スイ ッ チ Wawas 

ント が 設置 され た 部 屋 だ っ た 。「 こ れ が ダミ ー プ ラグ の 元 だ と いう ま と に 
の ? 」 だ が ミサ ト が 区 く の は まだ 早かっ た 。「 真 実 を 見 せ て あげ る わ ] Шз кыны нд E 
リツ コ の 手 に し た り モ コン が 乾い た 音 を 立て る 。 それ に よっ て 部 屋 И: に に 

ФЕ шро #20 な か っ た の よ 」 ゲ ンド ウ へ ь た 水槽 。 その 中 に いる の ГЕ © р 

Пё ジ が 声 を 漏らす 。 こ れ が WN: ゲン ドウ へ の リツ コ の 復讐 に 秒 ダミ ー プ ラグ の コア と な 
る パー ツ で あり 、 同 時 に m эх 
レイ の た め の パ ー ツ で あ 
る と リツ コ は 語っ た 

ый 
r= BE pg rere: 

Эх? 
水槽 の 中 の レイ 
打ち 果て て いく 

和 殺し て 欲し い 

Бра Э><т игі 

リ 案 タ リ BH АЛ タリ 
A 1 ツ 4 I ツ Т x 

= S | a = | > 1 p Ды > L= > 11 
š ル ラ = 
ン ド 2 2 
2 2 の を 
を マ 正 破 
呼 を 体 壊 
び を 
出 
す 
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それ は 物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー の 幼い 頃 行方 を 総 っ て いた アス カ は 、 第 3 新 東京 市 廃 壇 の シン ジ は レイ の こと を 考え 、 父 の 真意 を 測り か ね て 

EVA パイ ロッ ト に 選出 され た こと を 、 呈 れ が まし い パス ルー ム に 横たわっ て いた 。 その 類 は こけ 、 瞳 は 虚 いた 。 その 一 方 、 ダ ミー シス テム を 破壊 し た リツ コ は 

気持 ち で 母 へ 報告 に 向かう 幼い 彼女 。 だ が 、 迎 えた ろだ 。「 シ ンク ロ 率 、 ゼロ 。 セカ ンド チル ドレ ン た る 資 拘禁 され 、 ゲン ドウ が 尋 間 を 行なっ て いた 。 理由 を 問 

の は 物 言 わ ぬ 母 の 姿 で あっ た 。 そ し て 記憶 は 移る 格 無し …… も う 私 が いる 理由 も な いわ 」 自 虐 的 な 叶 い 失 望 し た と いう ゲン ドウ に 、 リツ コ は 激情 する 。「 失 

「 も う 加 持 さ ん は いな いん だ っ て ば | シン ジ の 叫ぶ き を ひと り 漏 ら す 。「 誰 も 私 を 見 て くれ な いも の 」 そ ん 望 !? 最初 か ら 期待 も 望み も 持た な か っ た クセ に !」 独 

声 。 ア スカ が 憧れ た 男性 は も うい な い … な アス カ を 、 NERV 課 報 2 課 が 保護 し た 房 の 暗闇 の 中 、 リ ツ コ は すす り 泣 く 

「 私 を 見 て ! јана 

= уу k; 
Т ? 
\ 

で ゲン ドウ に 愛憎 を 

Р L ける リツ コ 。 それ 
4 ンド ウ は 、 冷や や 

デー 

ке] —.—-—є—__——-—є—--——-— 

A.D.2015 @NERV 本 部 

シン ジ ヤ や レイ と 共に 、 フィ フス チル ドレ ン 潜 カヲル の テス ト が 終わ り 着替え た カヲル は 、 レイ と 会 っ て い 一 方 ミサ ト も 、 独 自 に MAGI か ら 情 報 を 得 て カ ヲ ル 

シン クロ 率 テ スト が 行なわ れ た 。 彼 は アス カ に 代わ る た 。 相 変わ ら ず 穏やか な カヲル だ が 「 君 は 僕 と 同じ だ の 正体 を 探 ろ うう と し て いた 。「 に も か か わら ず 、 未だ 正 

弐号 機 パ イロ ッ ト と し て 来 た の だ が 、 な ん と コア の 変 ね 。 お 互い に この 星 で 生き て いく に は 、 リリ ン と 同じ 体 不明 。 何者 な の ? あの 少年 ] 許 か る ミサ ト 。 調査 に 

換 無し で 高い シン クロ 率 を マー ク す る 。 驚嘆 する マヤ 体 に 行き 着い た か 」 と 、 不可 解 な を レイ に 投げ か 行き 詰まっ た ミサ ト は 、 主 の 帰ら ぬ ま ま と な っ て いる ア 

に ミサ ト は 真 顔 で 言っ た 。「 で も 事実 な の よ 。 事実 を ける 。 そ の 2 人 の 接触 は 、 冬 月 に よっ て 執務 室 の ゲン スカ と シン ジ の 部 屋 を 覗く と 寂し げに 咳 い た 。「 保 護 者 

受け と め て か ら 原 因 を 探っ て みて 」 ドウ に も 伝え られ た 失格 ね 、 私 ] 

レイ に 対し て waar y wapi 自室 の パソ コン の モニ タ 
話し か ける カラ に 見 入る フィ フス 

の こと か る 彼女 
正体 を 探 

#? 

「 シ ンジ 5 未だ 帰ら 

ず 、 か ] 主 の いな い 部 屋 

裏 が ある の か ? 

2 
0 
1 
5 
年 

過 ア 保 N ア リグ 以 シ 
去 ス = ン ン 

コ ド ジ ジ e > АМ” P 25 > — P х. 
想 5Ё m ` БЕ 力 
す 報 问 ЕЯ = 
H 部 す を £ 

に る さ 5 
ま 遭 
Л 遇 
2 
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夕日 の 中 、 シン ジ は 廃 壇 と 化し た 第 3 新 東京 市 を 歩い て 
いた 。 理由 は よく 分 ら な か っ た が 、 と に が く 誰か と 話 を し た ペー トー ペン 交響 曲 第 9 番 「 喜 び の 歌 」 の ハミ ング が どこ か ら と も な く 聞 こ 

か っ た 。 だ が 中 学 の 友人 は みな 疎開 し て 今 は いな い 。 アス えて くる 。「 歌 は いい ね 。 歌 は 心 を 潤し て くれ る 」] 振 り 向 いた シン ジ に ハミ ング 

カ も 行方 不明 。 レイ に は 会 う 勇気 が 出 な い 。「 アス カ 、 の 主 の 少年 は 、 気さく に 語り か け て きた 。「 僕 は カヲル 。 Ж г 
ミサ ト さ ん 、 母さん …… 僕 は どう し た ら ーー ど うす れ ば い カラ ル 。 君 と 同じ 仕組 まれ た 子供 、 フ ィ フ スチ ルド レン さ ] 
い ? 」 シ ンジ は 途方 に 暮れ る と 自己 紹介 する 少年 は シン ジ に 言っ た 。「 カ ヲ ル で いい よ 、 

вей. シン ジ は 行 碗 くん 」「 僕 も …… シ ンジ で いい よ 」 照 れ く さそ うに 応え る シ 
ンジ に 、 カヲル は 屈託 無い 笑顔 で 返す の だ い ア スカ に 会 し 

何 を 話し て 
Лот. 

A.D.2015 

и) ゼー レ は NERV や ゲン ドウ 2 

に つい て の 処遇 を 審議 し て い 
た 。 NERV と は 、 セー レ の シナ 

リオ を 実行 する た め の 組織 で 

あり 、 ゼー レ の 管理 下 に な く て 
は な ら な か っ た 。 だ が ゲン ドウ 

の 行為 は 、 ゼー レ の 思惑 に は 

適っ て いな い 。 そ れ は 裏切り 

ゲー ト 前 で シン ジ は カヲル を 待っ て いた 。 や っ て 来 た カ ヲ ル に シン ジ は 

本 音 を 口 に する 。「 本 当 は あん まり 帰り た く な いん だ | カヲル は も っ と 話 が 
し た いと 入浴 に 誘う 。 並ん で 湯船 に 入る 2 人 。 カラ ル の 手 が シ ンジ に 触れ 
る 。 | 一 次 的 接触 を 極端 に 避け る ね 君 は 。 恐い の か い ? 人 と ふれ あう の 

が 」 カ ラル は 続け る 。「 人 間 は 汐 し 
さ を 永久 に な くす こと は 出来 な 
い 。 人 は 独り だ か ら ね 。 た だ 忘れ 
る こと が 出来 る か ら 、 人 は 生き て と сас. Ге, ゼー レ へ の 育 
ゆけ る の さ 」 そ し て 、 そっ と シン ジ i 任 。 その 責任 は 取っ て も ら う 
の 手 を 掘っ た 。 敏 反応 する ж + | キール 議長 の 不 敵 な 声 が 

シン ジ に カヲル ( [好意 に 値 を =< 
する よ ]「 好 意 ? ]「 好 きっ て こと さ ] 

NERV と EVA 
の 次 に し て お か 
る 約束 

SEELE 

91 
SOUND 
ONLY 

シカ カ カミ カシ N 七 
29, ヲ 7% ラン ЕГ 

к а" 2 < 3 が に > ү P V 
率 レ 正 風 О 
の 1 体 Ë z 
= と を に й 4) 
ス 接 调 入 を 
р 触 和 5 в 

参 す 
加 る 
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一 般 に 情報 公開 され て いる 部 分 が 少な い NERV 本 N ү 
部 の 施設 で は ある が 、 その 中 で も 最 重要 機密 レベ ル N 4 

に 属す る 特殊 エリ ア が セン トラ ルド グマ 終端 部 (即ち À £ 

NERV 本 部 の 最深 部 に 相当 ) に 位置 する ター ミナ ル ' / 
ドグマ と 呼ば れる エリ ア で ある 。 この ター ミナ ルド グ ) А 
マ へ の 立ち 入り は 、 NERV 内 部 で も ご く 一 部 の 者 し № 4 
か 許さ れ て お ら ず 、 戦術 作戦 部 作戦 局 第 一 課長 と い N / 
う 要 職 に ある 葛城 ミサ ト で さえ アク セス が 認め られ 9 
て いな い ほ ど 、 厳重 な セキ ュ リ ティ が 敷 か れ て いる 
深度 2008 メ ー ト ル と いう 大 深度 地下 に 置か れ て い 

る ター ミナ ルド グマ は 、 EVA 運用 に 必要 と な っ て い 

る L.C.L. の 生産 プラ ント や ダミ ー プ ラグ に 関連 し 

開発 生産 施設 が 存在 し て いる と 考え られ て いる 。 ま 
た 「 人 工進 化 研究 所 3 号 分 室 」 な る 施設 や 、 未完 成 
の まま 破棄 され た EVA の 残 骨 が 、 今 も 残さ れ て お り 、 
ター ミナ ルド グマ の 存在 は NERV が 組織 され る 以前 、 

直轄 の 人 工進 化 研究 所 時 代 に まで 遡る と 推察 | 
る 。 当時 の 人 工進 化 研究 所 が 手がけ て いた 、 い 

くつ か の プロ ジェ クト ー 一 E 計 画 、 アダ ム 計 画 等 

に 関す る 研究 や 実験 が な され て いた と 思わ れる が 、 ど 

その 詳細 は 不明 と な - Е a 
が NERV 本 部 施設 い ど の よう に 拡充 され た ` | \ 
の か も 明らか に は され て いな い 。 だ が 、 ター ミナ ルド q \ 
グマ に は (持ち 込ま れ た 時 期 は 不明 で ある が ) 人 类 

の 始 源 と も され る リリ ス 一 一 長き に 渡り アダ ム で ある › 

と され て きた 一 一 が 秘 茜 され 、 さ ら に 西暦 2015 年 に j Б ш Е 
南極 に て サル ベー ジ さ れ た ロン ギ ヌ ス の 檎 の 保管 に 4 ш: いこ ` デマ 
も 利用 され て いた と いう 事実 か ら 、 単 な る 研究 開発 Р 
施設 と し て 建造 され た わけ で は な く 、 本 質 的 に は 人 " 

類 補完 計画 に 関連 設 と し て の 側面 が 強い こと 
は 明白 で あろ う 。 こう し た 人 類 補完 計画 に 関連 し た “ 
オブ ジェ クト が 置か れ て いる こと を 鑑み れ ば 、 その 立 

ち 入り が 著しく 制限 され て いる こと も 極め て 妥当 な А 
措置 と いえ る だ ろう 

нит 

РЕ za 

miu 

一 L.C.L. 了 = 
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LC.L. プ ラン ト 、 ダミ ー プ ラグ 生体 部 品 プ ラン ト の 

役割 を 担う と され る ター ミナ ルド グマ だ が 、 その 実体 

は 不明 瞭 と 言わ ざる を 得 な い 。 例え ば 、 秘密 裏 に リ 

リス を 保管 し て いる 施設 に は その 体液 が 湖 の よう に 

拡がる が 、「 プ ラン ト 」 と いう 言葉 が 持つ イメ ー ジ と は 

ほど 遠い 。 この エリ ア の 出入 り 口 を 「 へ ブン ズ ドア 」 

と 呼称 し て いる 点 か ら 見 て も 、 明らか に 元 よ り リ リ 

ス を 保管 する た め に 建造 され た と 見 る べき で あろ う 。 

本 部 最 下 層 、 何 十 に も 及ぶ セン トラ ルド グマ の 防護 

隔壁 で 厳重 に 守ら れ て いる 理由 も そこ に ある と 考え 

る の が 妥当 だ 。 一 方 、 ダ ミー プラ グ の コア と な る 生 

体 部 品 の 製造 プラ ント に 関し て も 詳細 は 一 切 公開 さ 

れ て お ら ず 、 綾波 レイ を 被験 者 と し た 、 生体 部 品 に 

絡ん だ 何ら か の テス ト あ る い は 研究 が 行なわ れ て い 

る と も 言わ れる が 、 その 真相 は 不明 で ある 。 

ター ミナ ルド グマ 内 に 設置 さ 
+ 狐 装置 。 カプ セル 内 に 

7 れ て いる 溶液 は LC.L. 

で ある と 推測 され る が 、 そ の 

組成 は 非 公開 で ある 

ター ミナ ルド グマ の 最 重要 エ | 
リア 。 へ ブン ズ ド ア と п | 
る 最終 防護 扉 の 奥 に ある 

に は 、 リリ ス が 

ét s Dia mas) w uE 
、 EVA 関連 開発 責任 者 

用 され る と られ る 

シャ フト が 設け られ て お 

ター ミナ ルド グマ は 、 NERV 本 部 内 で も 最 重 要 と 位置 づけ 

られ て いる 区 域 で ある 。 それら は 、 主要 任務 で ある 使徒 蔵 減 

作戦 用 の 施設 と いう より は 、 人 類 補 画 の た め に 設け られ 

た も の と し て の 側面 が 強い 。 これ は ター ミナ ルド グマ 内 に リリ 

ス が 置か れ て いる エリ ア が ある た め と 思わ れる 。 また 使徒 が 

NERV 本 部 を 目指 す の は 、 この リリ ス と の 接触 が 目的 と 考え 

られ て お り 、 サー ドイ ン パ クト 阻止 の 意味 に お いて も 最 重 要 施 

設 で ある と いえ る 。 この 他 、 綾波 レ 連 し た プラ ント 装置 

が 置か れ た 区 画 及 び レ イ 用 の 医 備 跡 な ど 、 ファ ー ス トチ 

ルド レン に 関係 し た 施設 が 集中 し て いる の も 特徴 で ある 

@ タ ー ミ ナル ドグマ 内 の 施設 

NERV 本 部 最深 部 に 位置 する ター ミナ ルド グマ 。 そ の 区 域 は いく つか の 施設 が 
複合 し た も の で ある が 、 そ の 内 部 は 事実 上 非 公開 の 特殊 エリ ア だ 

ター ミナ ルド グマ 内 に は 「 人 工進 化 研究 所 3 号 分 室 ] と いっ た 現在 は 破 

ж. 閉鎖 さ れ た 区 画 が 残さ れ て いる 。 一 方 で 、 ダミ ー プ ラグ の 開発 製 
造 も 行なわ れる な ど 、 不可解 な 点 の 多い 特殊 な エリ ア で ある 

画 EVA 関 連 施 設 
ター ミナ ルド グマ 内 に は EVA 開発 に 関連 し た も の と 思わ 

れる 区 画 が 存在 する 。 だ が 現在 は 使用 され て お ら ず 、 開発 
計画 初期 に 製造 きれ た も の の 破棄 され た EVA の プロ ト タ 

イプ が 未完 成 の まま 多数 放置 され て いる 。 言 うな れ ば 

「EVA の 墓場 ] と いっ た 場所 で ある 。EVA の 開発 自体 は 

NERV 以 前 の 人 工進 化 研究 所 時 代 か ら E 計 画 と し て 進め 
られ て きた プロ ジェ クト で ある が 、 か つて は ここ が EVA の 研 

究 開 発 拠点 と な っ て いた 可能 性 も あり 得る 

E 計 画 初期 段階 で 生産 
され た と 思わ れる EVA の 

ボディ が 成 の まま 多 

数 破棄 され て いる , 

元々 破棄 を 目的 と 

ЧЕЛИН 設 な の か は 不明 で ある 

画 綾波 レイ 関連 施設 
タ ルド グマ 内 の 重要 機密 区 画 の ひと つが 、 こ の 綾 

濾 レ イ 関連 施設 で ある 。 複雑 な パイ ピン グ が 施さ れ た ヒト 

の 大 脳 を 思わ せる ユニ ッ ト と 、 それ に 接続 され た 試験 管状 
の カプ セル で 構成 され た 中 央 プラ ント を 持つ 円 形状 の 部 屋 
で 、 ゲン ドウ は レイ を この カプ セル に 収め 何ら か の 作業 を 

行なっ て いた よう だ 。 周囲 は LC.L. と 推察 され る 溶液 で 満 

た され た 水槽 が 設置 され 、 そこ で ダミ ー プ ラグ 用 の コア が 

培養 され て いる と も 言わ れる 。 な お 床 面 に は 魔法 陣 の 如 

き 文様 が カプ セル を 中 心 に 描か れ て お り 、 プラ ント 作動 時 
に 床 全体 が 発光 し 文様 を 描き 出す 

中 央 プラ ント の カプ セル 
内 に 収め られ た 綾波 レイ 
この プラ ント が プ 
ラグ 製造 に 関係 し て いる 
と も 言わ れる が 、 そ の 真 
偽 は 定か で な い 

画 L.C.L. プ ラン ト 

ここ に リリ ス も 保管 され て いる 

えよ う 

ア が 設け られ て いる が 、 その 理由 も 不明 で ある 

сөк 

Щн Эл умчмчгог 
т 

Аил >T %><т 

ター ミナ ルド グマ 最 下 層 に ある 巨大 な ホー ル 状 の 施設 が L.C.L. プ ラン ト で あり 、 

へ ブン ズ ドア と 呼ば れる 扉 の 奥 に 設け られ 
ホー ル は 、 本質 的 に は リリ ス を 保管 し て お く た め に 和 建造 され た と 見 た 方 が 妥当 

内 部 に は 湖 が あり 、 ここ で 採取 し た も の が L.C.L. に 用 いら れ て いる よ 
が 、 いわ ゆる 生産 設備 状 の も の は な く 生 産 方 法 は 不明 と 言わ ざる を 得 な い , 

の 区 画 周辺 に は 現在 の 南極 と 酷似 し た 環境 が 擬似 的 に 作ら れ て いる エリ 

時 人 工進 化 研究 所 コ 号 分 室 
医療 関係 の 設備 が 整え られ た 、 一 見 は 医療 関連 施設 を 

思わ せる 区 画 で ある 。 だ が 実際 に は ファ ー ス トチ ルド レン 

ー 一 綾波 レイ の 養育 用 と し て 設け られ た も の だ っ た よう だ 

た だ し 、 常識 的 な 生活 用 品 は 一 切な く 、 第 3 新 東京 市 内 に 

ある 綾波 レイ の 自宅 に 似 た 雰囲気 を 持っ て いる 。 ここ も 

現在 は 使用 され て いな い が 、 その 名 称 は ター ミナ ルド グマ 
が NERV 設 立 以前 の 人 工進 化 研究 所 時 代 か ら 存 在 し て い 

た こと を 裏付け て いる 

人 工進 化 研究 所 3 号 分 

室内 部 。 医療 設備 が 揃 
て いる が 、 打 ち 放 し の コ 

оса hata, 

A En, ш Ец 
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サル ベー ジ と は 、 船舶 の 運用 中 に お きた 海難 事故 

に お ける 救助 活動 、 海 難 や 火災 な どか ら の 財貨 の 

引揚 げ 、 廃品 回 収 な ど を 指す 。 さら に 現代 に お いて 

タ な どの 復旧 作業 を 「 デ ー タ サル 

と 呼称 する こと も ある よう に 、 広義 に は 「 危 

険 な 状態 か ら 救 い 出す こと 」 と 解釈 で きる 。 

NERV に お いて は 、 この 「 サ ル ペ ー ジ 」 と いう 名 を 

冠 し た EVA 初 号機 、 さ ら に その 専属 操縦 者 救出 計画 

が 2 度 に 渡っ て 展開 され た 。 その ひと つ は 、 第 12 使 

徒 レ リ エ ル の 内 部 (虚数 空間 内 部 ) に 取り 込ま れ た 

EVA 初 号機 及び 専属 操縦 者 芝 シ ンジ の 救出 を 目的 

と し た 「 強 制 サ ル ベ ー ジ 作戦 」』 も う ひ と つ は 、 第 14 

使徒 ゼル エル と の 戦い の 後 、 初 号機 と 融合 し て し ま 

っ た 礎 シ ンジ を 救出 する こと を 目的 と し た 「 サ ル ベ ー 

ジ 計画 ] で ある 。 

前 者 に つい て は 、 まず NERV 技 術 開発 部 技術 局 

第 一 課 所 属 の 赤木 リツ コ 博 士 に より 、 第 12 使 徒 本 

体内 部 に 虚数 空間 が あり 、 EVA 初 号機 は 別 の 空間 

Illustration by Takuya lo 

計画 に 従い 、 サ ル ペ ー ジ の 準備 を 進め る NERV 職 員 た 

に 繋が っ て いる と され る この 空間 に 一 時 的 に 囚われ 

て いる も の と 推測 され た 。 そ の EVA 初 号 機 を 救出 

ツ コ は 、 弾き 出さ れ た 解析 結 

果 を 基 に 、 大 量 の n* 爆 雷 と EVA の A.T. フ ィ ー ル ド の 

相乗 効果 を 利用 し 虚数 空間 に 千 渉 する こと で 、 初 

号機 を サル ベー ジ す る こと が 可能 で ある 唯一 の 方 法 

と 試算 し た 。 た だ し 、 こ の 作戦 は リツ コ 自 身 が 「 パ 

イロ ッ ト の 生死 は 問わ な い 」 と 口 に し た 通り 、 シン ジ 

の 「 救 出 ]」 よ り も 機体 の 「 回 収 」 に 主眼 を 置い て いた 

も の で あっ た 。 た だ し 、 結果 的 に 初 号 機 が 自力 で 脱 

この 作戦 され る こと は 

後者 に つい て は 、 まず 2 日 間 を 要 し た プ 

ラグ 内 の 詳細 な 分 析 結 果 か ら 、 初 号機 と 融合 し た 

シン ジ は 救出 可能 と 判断 され て サル ペー ジ 計 画 の 準 

備 が 開始 され た 。 た だ し 、 計画 自体 は 「L.C.L. に 千 

渉 し 、 肉体 の 再 構成 と 魂 の 定着 を 行なう ] と いう 人 

知 を 超え た も の と 言え 、 10 年 ほど 前 、 ほぼ 同様 の ケ 

ー ス で サル ペー ジ 計 画 が 決行 され た 際 に は 、 対象 で 

あっ た 碗 ユイ の 救出 に は 失敗 する と いう 結果 に 終わ 

っ て いた 。 リツ コ は この 計画 を 遂行 する た め の 要 綱 

「EP2 式 サル ペー ジ 作 業 手順 要綱 ( 含 、 LP3 式 補完 

その 専属 操縦 者 を 救出 すべ く 、 ТЕА 

手順 )」 を 起案 か め ら わずか 1 ヶ月 弱 で 作成 し 、 

が 初 号機 と 融合 し て か ら 31 日 目 、 ついに 

され た 。 計画 自体 は 成功 と は 言い 難かっ た が 、 

的 に シン ジ は 予想 外 の 生還 を 果たし て いる 

結論 の み を いえ ば 、 ど ちら の サル ペー ジ も 分 析 、 

考察 、 立 案 自 体 すら 困難 な 事案 で は あっ た 。 し か 

し 、 西暦 2015 年 に お いて は 突出 し た 技術 力 を 誇る 

と され る NERV で すら 、 計画 遂行 に よる サル ページ 

を 果たす こと は な か っ た の で ある 。 これ ら は 、 ヒト の 

科学 の 限界 を 示す 事案 で ある と 共に 、 人 智 を 超え 

た EVA の 能 カ ー 一 特に 、 唯一 、 リ リス か ら 造 られ た 

と 考え られ て いる 初 号 機 の メカ ニズム を 、 NERV で 

すら 解明 で き て いな いと いう こと の 証左 と も いえ る 

だ ろう 。 

тажи 《AN 
= 接触 実験 時 に 確 ユ イ 

ws Ë が 取り 込ま れ た 、 0 š A 
вм 機体 色 を 持つ EVA の 
тел 地 又 h 名 TI。 专属 抬 
айжузл 縦 者 は サー ド チ ルド レ 

МФ, 



学術 的 な 基本 概念 は 物理 学者 

の ポー ル ・ デ ィ ラ ッ ク に より 提唱 

され て いた “ディ ラッ ク の 海 ツー 

第 12 使 徒 が 形成 する と 考え られ 

る 直径 680m、 厚 さ 約 3nm (ナノ 

メー トル ) の 虚数 空間 を 、 リツ コ 

は そう 呼ん だ 。 そ の 虚数 空間 に 

干渉 し 、 初 号 機 を 救出 する こと 

を 目的 と し た の が 強制 サル ページ 

作戦 で ある 。 た だ し 、 その た め に 膨大 な エネ ルギー 

м-х=чЭэсэшнен снн 

を 用 いて も 、 虚数 回 路 に 千 渉 で きる 時 間 は わずか 

171000 秒 と いう 、 非常 に 困難 な 作戦 で あっ た と いえ 

る だ ろう 。 

る 推論 を 展開 する リツ コ 。 
遂 弦 理論 と 関連 が ある の 
か 「 ス トリ ング ス 」 と いう 単 

語 も 確認 で きる 。 

| レ リ エル 内 部 の 様子 を モニ 
| ター で 確認 する シン ジ 。 Ë 
数 空間 は 、 他 の 物体 は 目 

| 視 で きず 、 ソ ナー や レー ダ 
= 一 波 も 反射 し な い ほど 広大 

ç; PF | ть. 

暴走 に より 、 8148682 HRK 

し た 初 号機 。 し か し 、 その 勝利 の 

代償 は 大 きく 、 シン ジ は 初 号 機 に 

取り 込ま れ て L.C.L. と 同化 し 、 £ 

の 肉体 を 失っ て し まう 。 リツ コ は 

か つて 同様 の 事案 に 用 いら れ た 

赤木 ナオ コ が 立案 し た 計画 を 基 

に 、 あ ら た な 計画 を 立案 。 原始 の 

海水 一 一 生命 の スー プ に 酷似 し 

た L.C.L. 内 に 、 自 我 境界 線 を 失 

っ た 状態 で 溶け 込ん で いる シン ジ の 肉体 を 再 構成 し 、 

そこ に 魂 を 定着 させ る と いう サル ベー ジ 計 画 が 決行 

され る こと と な る 。 魂 と 呼ぶ べき 、 ある 意味 概念 的 

な 存在 に 、 科学 に よる アプ ロー チ を 試み た 、 非常 に 

稀 な 計画 と いえ る だ ろう 。 

リツ コ に より 、 一 ヶ月 路 も 
の 時 間 を 費やし て 立案 され 

た サル ペー ジ 計 画 の 要綱 。 
書類 上 の 正式 名 称 は 「EP2 
式 サ ル ペ ー ジ 作業 」 と 記さ 

ペー スミ まさ な で ごく 叶 皿 

йэн» 

シン ジ の 自我 境界 パル ス に 
外部 か ら 干 渉 し 肉体 の 再 
構成 を 試み た も の の 、 +% 
信号 は クラ イン 空間 に 捕 ら 
えら れ 、 肉体 復元 プロ セス 
に は 至ら な か っ た 

初 号機 強制 サル ベー ジ 作 戦 
作 秋 現 場 に て 立案 され た 強制 サル ペー ジ 作 光 ry 爆 電 992 

個 、 夫 号機 弐号 機 を 用 いた 大 規模 な 作戦 は 、 リ ツ コ の 直接 
指揮 に よる 決行 を 予定 し て いた 。 実際 に は 作戦 は 決行 され な 

ж КЕ ИШЕН ЕНЕ P Pea ana 

作戦 は まず 、 現存 す る 992 個 の ny 重合 人 中 心 部 へ と 投下 。| 
さら に タイ ミン グ を 合わ せ 、 零 号機 と 弐号 機 の A.T. フィールド で 使 | 
徒 の AT. フ ィ ー ル ド に 干渉 。 その 瞬間 に 爆発 エネ ルギー を 集中 し 、[ 

| 全 佑 を “ディ ラッ ク の 海 " ご と 破 模 する と いう も の だ | 

初 号機 搭乗 者 サル ペー ジ 計 画 
詳細 な 分 析 結果 を 踏ま えた 上 で 立案 され た サル ペー ジ 計 画 。 

NERV の 誇る MAGI の サポ ー ト も あり 、 理論 上 は 救出 可能 と 判 

断 し た リツ コ は 、 第 14 使 徒 戦 か ら 31 日 目 に 計画 の 決行 に 踏み 

| 作戦 は まず 、 千 渉 信号 を EVA (エン トリ ー プ ラグ 内 の L.C | 
| と 送信 。 自我 境界 パル ス へ と 働き か け 、 L.C.L. 内 に 溶け 込ん だ 肉 | 
体 の 再 構成 を 行なう 。 その 後に 、 魂 を 肉体 に 定着 させ る と いう プ | 

| ロ セ ス が 予定 され て いた も の と 推測 され ! ト [エーーー イー イー イー イー イー 
| 

GAINAX・ カ ラー/Project Eva. @GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 

立案 され た サル ベー 

ee 分 析 と 作戦 の 立案 
現場 に お いて 、 初 号機 が 虚数 空間 に 囚われ 

て いる と 推測 し た リツ コ 。 さら に 虚数 空間 に 千 

Ж. 使徒 を 形成 する "ディ ラッ ク の 海 " ご と 
破壊 する と いう 救出 作戦 を 立案 する 。 撤退 か 

ら 状 況 の 分 析 、 作 戦 の 立案 、 作 戦 準備 に 要 し 
た 時 間 は 、 わ ず か 16 時 間 程度 で あっ た 。 

パイ ロッ ト の 生死 は 

問わ な いと 語る リツ 
コ 。 最悪 の 場合 、 機 
体 が 寸断 され る こと 

も 想定 され た 。 

ee 最終 的 な 作戦 結果 
中 爆雷 投下 まで 60 秒 と いう 実質 的 な 作戦 

決行 の 直前 に 、 第 12 使 徒 の 影 に 亀裂 が 発生 。 
暴走 し た 初 号機 は 自力 で 脱出 し た 。 リツ コ が 
立案 し た 作戦 の 成否 が 確認 され る こと は な か 

っ た も の の 、 EVA と いう 兵器 の 未 明 さ れ 

て いな い 能 力 を 確認 する 結果 と な っ た 

ЕУАОЕ В £ BO: 

た り に し た 一 部 の 関 

係 者 は 、 そ の 存在 へ 
の 懐疑 を 深め る こと 
と な っ た 

ee 分 析 と 最終 的 な 作戦 結果 
LC.L. 内 に シン ジ の 肉体 を 構成 する 要素 と 

魂 が 共に 存在 する と 分 析 し た リツ コ は 、 2004 
年 に 実行 され た デー タ を 基 に 、 それ ら を 再 構 

成 、 定 着 さ せる と いう サル ペー ジ 計 画 を 立案 
決行 時 、 デ スト ルド ー 反 応 を 起こ し プラ グ が 強 

制 排出 され る と いう 事態 を 招い た も の の 、 結 
果 的 に シン ジ は 生還 を 果たし た 。 

ブラ グ か ら 流 出す る 

ンジ は 奇跡 的 に 生 衣 
— 」 を 果たし た 。 

か っ た が 、 虚数 空間 へ の 干渉 と いう 未 骨 有 の 作戦 で ある と 同 

時 に 、 1/1000 秒 と いう わずか な 時 間 を 稼ぎ 出す こと が 人 類 の 

科学 の 限界 で あっ た こと を 示す 作戦 で も あっ た 。 

切る 。 シン ジ は 予想 と 大 きく 異な る か た ち で 生還 を 果たし た が 、 

計画 が 何ら か の 形 で 魂 と 呼ぶ べき 存在 
に 影響 を 与え 、 プ ラス に 作用 し た も の と 推測 され る 。 

l) 
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ドイ クロ デッラ 

NERV、 ゼ ー レ 、 政 府 の 3 重 ス パイ と し て 活動 し て いた 加持 
リョ ウジ は 、36 の 手段 を 使っ て 自身 が 手 に 入れ た 真実 の 情 

報 を 葛城 ミサ ト に 託 そ うと 試み て いた 。 し か し 、 確 実に 届 
いた も の は ミサ ト と ふた りき り の と き に 直接 渡し た カプ セル 
内 の マイ クロ チッ プ だ け で あり 、 そ の こと は 加持 も 予想 済み 
だ っ た と 思わ れる 。 チ ッ プ の パス コー ド は 加持 と ミサ ト の 
「 最 初 の 思い 出 」 と だ け 伝 えて いる た め 、 ミ サト 以外 に この 
チッ プ の 情報 を 得 ら れる 者 は いな か っ た だ ろう 

加持 の 8 年 ぶ ぷり の プレ ゼン ト は 、 ミ サト が 知り た が っ て いた NERV の 
真実 で ある 。 彼女 は チッ プ と 一 緒 に 加持 の 心 も 受 け 取っ た よう だ 

ドン m シ 

ミリ 単位 以下 の 微小 化 さ れ た 機械 シス テム の こと 。 赤木 リ 

ツ コ は 第 11 使 徒 イ ロウ ル を マイ クロ マシ ン で ある と 述べ て お 
り 、 事 実 、 サ ブ コ ンピュータ 、 メ イン バン ク 、MAGI と 次 々 

に ハッ キン グ し た イロ ウル は 非常 に 高 性 能 な マイ クロ マシ ン 

で ある と 考え られ る 。 産業 や 医療 な ど 応 用 分 野 は 幅広 く 、 

分 子 レベ ル で の 作業 を 可能 に する ナノ マシ ン も 広義 で は マイ 

クロ マシ ン で ある 

進化 し な が ら 増 殖 す 

る イロ ウル は 機械 で 
ある と 同時 に 生物 と 

し て の 側面 も 持っ て 
いた 。 そ の サイ ズ は 赤 

血球 と 同じ 大 き さ の 

10 *m 以 下 

ドー 

細胞 分 裂 の こと 。 NERV に お ける EVA の 修復 お よび メン テ 
ナン ス に お いて 、 マ イト ー シ ス 作業 、 ア ポト ー シ ス 作業 三 細 

胞 自 己 死 、 ネ クロ ー シ ス 作業 三 細 胞 壊死 と いう 名 称 が 使わ 

れ て いる 。 そ の た め EVA は 生物 と 同じ よう に 細胞 の 構築 や 

修復 が な され る と 思わ れ 、 細 胞 を 単位 と する 生体 組織 で あ 

る と 推測 され る 

ドー 

第 7 使徒 イス ラフ ェ ル と の 初戦 で ブ ザ マ に 敗北 、NERV の 面 
子 を 潰し 左遷 の 危機 を 迎え た 葛城 ミサ ト の も と へ 、 赤 木 リ 

ツ コ が 持っ て きた フロ ッ ピ ー に 書か れ て いた 言葉 。 フ ロッ ピ 

ー 内 に は 加持 リョ ウジ が 考案 し た イス ラフ ェ ル 工 減 の アイ デ 
тлото, ФЕЙ! сй T 1 Z Cn: 7 
дъ 5 Ети. ИШМИ š 

が ら も フロ ッ ピ 
- 取り 
や ハニ ー へ 」 の 
を 優し く 見 つめ る ミ 
サト 。 一 方 リツ コ は 
彼女 の 女 と し て の 表 
情 を 見 た 

| ws 

独立 し た 3 基 の コン ピュ ー タ か ら 成 り 立つ 、NERV 本 部 内 の 
スー パー コン ピュ ー タ シス テム 。 赤木 ナオ コ 博 士 に よっ て 開 | | 

発 さ れ た 、 第 7 世代 の 生体 コン ビュ ー タ に 個人 の 人 格 を 移植 

し て 思考 させ る 人 格 移植 OS の 第 1 号 。 基礎 理論 と 本 体 を ナ 

オ コ が 造り 上 げ 、 娘 の リツ コ が シス テム アッ プ し た 。 各 基 に 

は MELCHIOR (メル キオ ー ル ) 、BALTHASAR (パル タ ザ 
ー ル ) 、CASPER (カス パー) と いう 名 が つけ られ 、 そ れ ぞ | 
れ に 赤木 博士 自身 の "科学 者 と し て の 思考 パタ ー ン " “Б}Е | 

し て の 思考 パタ ー ン " “ 女 と し て の 思考 パタ ー ン " が 移植 さ 

れ て いる 。 判断 を 下す 際 に は 対立 モー ド と いう 3 基 の 合議 制 

に よる 多数 決 が 行なわ れる た め 、3 基 の 人 格 の 違い や 人 間 と 

し て の ジレ ンマ が 反映 され る よう に な っ て お り 、 こ れこ そ が | | 
人 格 移植 OS の 特徴 と 考え られ る 。 各 基 の 名 前 の 由来 は | 
「 マ タイ に よる 福音 書 ] に 記さ れ た イエ ス ・ キ リス ト の 誕生 

直後 に 馬 小 屋 の 中 で 眠る キリ スト の も と を 訪れ る 東方 の 三 

賢者 博士 ) を 指す マギ より 。 な お 、 メ ルキ オー ル は 青年 
の 姿 で 王権 の 象徴 た る 黄金 を 、 バ ル タ ザ ー ル は 壮年 の 姿 で 

神 性 の 象徴 た る 乳 香 を 、 カ スパ ー は 老人 の 姿 で 受難 の 死 の || 
象徴 た る 没 薬 を イエ ス に 捧げ た と され る | 

| | 
人 間 の 大 脳 の よう な 

"e о が 貼ら れ 

ШЫ 

NERV 本 部 に ある オリ ジ ナ ル の MAGI を 模 し て 作ら れ た スー 

パー コン ピュ ー タ シス テム の 総称 。 少 な く と も 松代 の 2 号 

ベル リン の 3 号 、 マ サチ ュー セッ ツ の 4 号 、 ハ ンブルク の 5 号 

北京 の 6 号 が 存在 し 、 本 部 と 同じ く NERV 支 部 の 運営 や 作戦 

に 関す る 司令 塔 と し て の 役割 を 担っ て いた と 考え られ る 。 ま 

た 、 人 類 補 完 計画 発動 直前 、 ゼ ー レ の 指示 に よっ て オリ ジ 

ナル の MAGI に ハッ キン グ を 仕掛 け て きた 

せき 

ドー | 

第 拾 話 の サブ タイ トル 。 浅 間 山 火口 か ら マ グマ の 中 に 潜っ 

て いく D 型 装備 の EVA 弐号 機 を 表し て いる 。 英文 タイ トル 

は 「MAGMADIVEH」。 な お 、 こ の タイ トル は 、 ア メリ カ の 

SF 小説 家 で あり 宇宙 科学 情 士 で も る デイ ヴィ ッ ド ・ ブ リン 

の 著書 で 、 太 陽 に 存在 する 未知 の 生命 を 調査 する と いう 物 
語 の 「 サ ンダ イ バ パー」 に 因 ん で いる と 考え られ る 

浅間 山 は 安山岩 質 マ 
グマ の た め 温 度 は 約 

捕獲 作戦 に あたっ た 

[226 а 

「 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 劇場 版 THE ЕМО OF EVANGE- 
LION 」 に お ける 、 第 26 話 の サブ タイ トル 。「ONE MORE 
FINAL] と 銘打た れ て いる よう に 、 人 類 補完 計画 の も う ひ 
と つの 終局 の 可能 性 を 示し た 。 タ イト ル は 、SF 小 説 家 ダニ 
エル ・ キ イス の 著作 「 ア ル ジ ャ ー ノ ン に 花 東 を 」 が 映画 化 
され た 際 、 日 本 公開 用 に つけ られ た 邦題 「 ま ご ころ を 君 に 」 

か ら 引用 され て いる と 思わ れる 。 英文 サブ タイ トル は 「| 

need youl。「 ま ご ころ を 、 君 に 」 と は 正反対 の 意味 と も と 

れる が 、 ど ちら も 二人称 が 使わ も れ て いる と ころ か ら 、 終 局 を 

迎え た 確 シ ンジ と 惣 流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー それ ぞ れ の 心情 
を 表し た も の と 解釈 する こと も 可能 か も し れ な い 

他人 を 欲し た シン ジ の 側 に 横 た わ 
誰 を 指す の だ か 

人 類 が ひと つ に な 

る アス カ 。 君 、 そ し 

ls 

と を 拒み 
て you と は 

名 月 コウ ゾウ は 「 自 分 を 死 の 恐怖 か ら 守 る た め 、 自 分 の 快 
楽 を 満た す た め 、 自 分 た ち で 作っ た パラ ダイ ス 」 と 街 を 語 
り 、 第 3 新 東 京 市 を 「 自 分 た ち を 守る 武装 され た 街 」 と 話 

す 。 一 方 、 確 ゲン ドウ は 「 敵 だ ら け の 外界 か ら 逃 げ 込 ん で 

отон) Е 

W EE bs 
え 手 

だ し た 人 類 の 楽園 」 と 

街 を 称し て いた 

|#* 

NERV の 実験 場 が ある 長野 県 長野 市 の 地名 。 第 2 実験 場 で 

は 、 鈴原 トウ ジ が 搭乗 する EVA3 号 機 の 起動 実験 が 行なわ れ 

た 。 な お 、 第 二 次 世界 大 戦 末 期 に 、 皇 居 や 大 本 営 な ど 国 の 
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中 枢 機 能 を 松代 に 移転 する 計画 が 立て られ 、 当 時 の 建物 や 

地下 壇 が 現在 も 残る 。 

緑 の 多い 豊か な 自然 
に 恵まれ た 山間 部 に 
NERV 松 代 実験 場 は 
ある 

[т кх» 

太平 洋上 より 現れ 、 旧 熱海 方 面 より 第 3 新 東京 市 へ 侵攻 し 

て きた 第 9 使徒 。 半球 型 の 胴体 に クモ の よう な 長い 脚 と いう 

フォ ルム を 持ち 、 地 表 を 移動 する 。 胴 体 部 分 に は “三角形 
の 中 に 青い 瞳 の 目 " と いう 独特 の シン ボル が 見 られ 、 そ の 目 
か ら 溶 解 液 を 涙 の よう に 分 泌 、 装 甲板 を 溶かし て NERV 本 

部 へ の 侵入 を 図っ た 。 こ の 当時 、 本 部 は 大 規模 な 停電 に よ 

り 機 能 が 麻痺 し て いた も の の 、 礎 ゲン ドウ の 機転 に より EVA 
の 発進 準備 が 整っ て いた た め 初 の 3 機 同時 展開 が 行なわ れ た 。 
EVA 零 号機 が バッ クア ッ プ 、 EVA 初 号機 が オフ ェ ン ス 、EVA 
弐号 機 が ディ フェ ンス と いう 見 事 な 連 携 を 見 せ 、 初 号機 の 

放っ た パレ ッ ト ラ イフ ル で 残 減 さ れ た 。 な お 、 マ トリ エル と 

は ユダ ヤ 、 キ リス ト 教 伝承 に お ける 「 雨 」 を 司る 天使 の 名 前 
に 由来 し て いる 。 

本 体 か ら 伸び た 4 本 の 

脚 は か な り 長 く 、 小 

山 を し の ぐ 大 き さ を 
誇る マト リエ ル 」 

kaa 

エヴァ ン ゲ リオ ン 操 縦 者 選出 の た め に 設け られ た 、 人 類 補 完 

委員 会 直属 の 語 問 機関 。 し か し な が ら 組 織 の 実体 は 不透明 

で ある 。 加持 リョ ウジ の 得 た 調査 結果 に よる と 、 マ ルド ゥ ッ 

ク と つなが る 108 の 機関 の うち 106 が ダミ ー で ある と いう 。 ま 

た 、107 番 目 の 機関 で ある 外資 系 の ケミ カル 会 社 、 シ ャ ノ 

ン バ イ オ の 取締 役 登記 簿 に は 、 確 ゲン ドウ 、 冬 月 コウ ゾウ 、 

キー ル ・ ロ ー レ ン ツ な ど 人 類 補完 計画 関係 者 の 名 前 が 並ん 

で いる 。 な お 、「 マ ルド ウゥ ッ ク ] と は 古代 バビ ロニ ア に て 信 
仰 さ れ て いた 神 の 名 で あり 、 ふ た つの 上 顔 と 多く の 名 前 を 持 

つと いう 。 

登記 日 は 6 年 9 月 26 日 
と な っ て いる 。 ゲ ヒル 

な (発足 に 前 後 し て 、 マ 
ルド ゥ ッ ク 機 関 も 組織 
され た の か も し れ な い 。 

| Fr>y>omss 

エヴァ ン ゲ リオ ン 操 縦 適 格 者 に 関す る 調査 を まとめ た マル ド 
ウッ ク 機 関 の 書 類 の こと 。 し か し 、 機 関 自 体 が 実体 の な い 

も の で あっ た た め 、 こ の 報告 書 は 人 類 補完 委員 
NERV 内 部 に よっ て 作ら れ て いる も の と 考え られ る 。 使徒 で 
あっ た 沙 カ ヲ ル が 委員 会 より 送り 込ま れ て きた 際 に は 、 フ ィ | 
フス チル ドレ ン に 関す る 項目 を 非 公開 と する な ど 、 書 類 に 
は 作為 が 感じ られ る 。 

体 れ 適 を | 
裁 " 格 前 人 
で 也 者 に 目 
Ач БЕУ 

БЕДЕ 

ШЕЕ 
の の て 

59457 
E qi) 
gi 
うさ スグ 

| マル ボル ジェ 

NERV 本 部 セン トラ ルド グマ の 施設 。 第 17 使 徒 タ ブリ ス が 
EVA 弐号 機 を 伴っ て セン トラ ルド グマ を 降下 中 、 そ の 侵入 を 

防ぐ 目的 で マル ボル ジェ 全 層 の 隔壁 が 緊急 閉鎖 され た 。 な 

お 、「 マ ルポ ル ジ ェ 」] は ダン テ の 「 神 曲 ・ 地 獄 入 」 に 登場 す 
る 、 第 8 番目 の 地獄 より 。「 マ ル ボ ル ジ ェ ー 悪 の 界 ] 4100Ж 
に 分 か れ て お り 、 偽 造 や 盗み を 行なっ た 者 な ど 10 の 罪 に 問わ 

れ た 者 た ち が 、 そ れ ぞ れ 異 な る 方 法 で 地獄 の 責め に 遭う 場所 

で ある 。 ま た 、 マ ル ボ ル ジ ェ の 先 に ある 最 下層 の 地獄 コキ ュ 
ー ト ス も 、 セ ント ラル ドグマ の 施設 の 名 前 に 使わ れ て いる 。 

|>= 

日 本 国内 務 省 長官 。 日 本 重化学 工業 共同 体 が 生み 出し た 
J.A. に 対す る 最高 権限 を 持つ と 推測 され る 。 J.A. 暴 走 時 、 時 

田 シ ロウ が デ 

うと し た が 、 

リー ト パ ス ワー ド の 使用 許可 を 万 田 に 申請 し よ 

取り 合わ ず に 他所 へ た らい 回 し に し た 。 | 

万 田 の あと 、 八 杉 、 ヨ 
シ ザ ワ と 次 々 に 許可 
を 取る 先 が 変わ り 、 お 

875, ЈА. ЖЖ 
敗 の 責任 を な すり 付 
け 合 っ て いる よう だ 

| 
| 
| 

役所 仕事 の 内 情 が 填 

|+ am 

綾 流 レ イ の 住居 が ある 団地 。 取 り 壊し が 進ん で いる た めか | 
人 が 住ん で いる 形跡 は あま り 感じ られ な い 。 室外 機 の ある 
部 屋 は 少な く 、 通 常 の 団地 に 見 られ る よう な ペラ ンダ の 洗 | 
濯 物 や 鉢植 えな ども 一 切 見 あたら な い 。 窓 枠 が 外れ て いる 
部 屋 も あり 、 廃 壇 の よう な 様相 で ある 。 レ イ は この 団地 の 

彼女 の 部 
生活 臭 の な 

一 棟 に ある 402 号 室 で ひと り 暮 らし を し て いる が 、 
屋 の 壁 は コン クリ ー ト が むき 出し に な っ て お り 、 
い 無味 乾燥 な 部 屋 で ある 。 

ーー ТЇ поюконюуи 
= 多く 連なる 巨大 な 団 

ーー 地 で 、 常 に 作業 音 が 

P” x= えて いる 。 道路 

を 挟ん だ 左側 の 団地 
は 既に 解体 済み 

会 、 実質 

аы a 

|: 88 

第 3 新 東京 市 の 山腹 に 備え 付け られ た ミサ イル 発射 装置 群 

都市 部 の ビル 群 と 同じ く 、 平 時 に は 山 の 内 部 に 格納 され る 

よう に な っ て いる 。 第 4 使徒 シャ ムシ エル 侵攻 時 に も 、 箱 根 
ロー プ ウ ェ イ を 改造 し て 作ら れ た 対空 機銃 と 共に 稼働 。 し 

か し 、 使 徒 へ の 効果 は な い に 等 し く 、 冬 月 コウ ゾウ は 「 税 金 
の 無駄 遣い 」 と 一 蹴 し て いる 。 迎撃 シス テム も 参照 。 

ドン タン ト 

葛城 ミサ ト が 持っ て いる 父 の 形見 の ペン ダン ト 。 か つて ミ 

サト は 南極 調査 中 の 父 と セカ ンド イン パク ト に 巻き 込 

まれ 、 南 極 に いた 人 々  の 中 で 唯一 生き 残っ た と いう 過去 を 
持つ 。 そ の 際 、 自 分 の 命 と 引き 換え に ミサ ト を 救っ た 父 か 

ら ペ ンダ ント を 手渡 され て お り 、 以 後 常に 身 に 付け て いた 

よう だ 。 さ ら に 、 戦 略 自衛 隊 に よる NERV 侵 攻 時 、 自 身 も 
Е АРРА РАНАТА: Тои 

いる 。 な お 、 サ ー ド イン パク ト の 発生 で 人 類 が ひと つ に な っ 
た L.C.L. の 海 の 中 、 具 現 化 され た ペン ダン ト は シン ジ の 左手 

に 握ら れ て いた 。 彼 は 他人 の 存在 を 望み 、 そ の 世界 で 杭 の 

よう な も の に 打 た れ た 十字 架 は 、 あ た か も 薫 標 の よう に 見 

える 。 

ミサ ト に 預け られ た 十字 架 の ペン ダン ト 。 ま る で 婚約 指輪 の よう に 

その 紐 は シン ジ の 薬指 に 差 か れ て いた 

ee хя 

第 弐 話 の サブ タイ トル 。 第 3 使徒 サキ エル と の 戦い を 経験 
し 、 一 時 的 に 記憶 を 失っ た 確 シ ンジ は 岳 院 で 目 を 覚まし た 。 

病室 の 見 慣れ ぬ 天 井 は EVA へ の 搭乗 が 現実 で ある こと を 意 

味 し 、 シ ンジ の 住ま いと な っ た ミサ ト の 部 屋 の 天井 も また 、 
彼 に 使徒 と の 戦闘 を 思い 起こ させ る も の だ っ た 。 英文 サブ 

タイ トル [THE BEAST」 の BEAST と は 本 来 「 獣 ] と いう 
意味 で ある が 、 聖 書 の 黙示 録 で は 定冠詞 が つい た 形 で 「 キ 

リス ト の 敵 三 悪魔 」 の 意 を 表し て いる 。 暴走 し た 初 号機 の 
野獣 の よう な 様 と 共に 、 神 に 等 し い 敵 、 つ まり 使徒 の 筐 来 

を 暗示 させ る タイ トル で ある と 考え られ る だ ろう 。 

記 室 と 現 
憶 と 、 実 

йа? 5 
ら よ 天 隔 
+ 5 +8 
る な ぐさ 
#*š Л 

ТЕ 
700 
КЁ 
た `É £ 
まま シ も 白 

うぅ ラン こい 

だ ジ の 病 
の 病室 
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角川 書店 月 刊 少年 エー ス 黒田 洋一 小林 教子 (テレ ビ 東京 ) 杉山 豊 

貞本 義行 Уа 田中 英 行 庵野 秀明 

山下 いく と 庵野 秀明 s: オー ディ オタ ナカ テレ ビ 東 京 NAS 

摩 砂 寺 . 鶴巻 和哉 NB PB 植田 も と き аше шя |82 

ө キャ スト 石田 彰 

緒方 恵美 ; 長沢 美樹 丸山 詠 二 

=вёл :子安 武人 大 塚 芳 忠 

山口 由里子 二 山寺 宏一 西村 知道 

林原 めぐ み ЖАЛ 山野 井 仁 

宮村 優子 関 智一 вее 

立木 文 彰 岩永 哲哉 川村 万 梨 阿 

清川 元 夢 岩男 潤子 勝 生 真 沙 子 

結城 比呂 土井 美加 清川 元 夢 長崎 高士 鈴木 勝美 
А 永野 広一 子安 武人 ほか 

オー プン グ & エ ン デ ィング スタ ッ フ 

オー プ ニ ン グ テ ー マ Каши ло ТУ АШ, エ ジ デ ィング ク テ ェ マ 8 NGFACTprecisa 100 1 

歌 : CLAIRE Ф 。。 取 : 高 橋 洋 子 +ы:ш®=ш- 
作曲 : Bart Howard 作詞 : 及川 眠子 編曲: 大 森 俊之 

ушр 作词 : Bart Номага 
ェ ン ニシ ニメーション ж š. 四 $ 

絵 コン テ : 庵野 秀明 編曲 : Toshiyuki Ohmori 

作 画 : 本 田 雄 БАЛНЫ エン ディ ンク アニ メー ショ ン 

演 出 : 鶴巻 和哉 8 =. 1 摩 砂 雪 в лей 4 
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